
（別紙３）

～ 令和8年2月15日

（対象者数） 16名 （回答者数） 16名

～ 令和8年2月15日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

広い空間を活かし様々な設備を導入して
活動の幅を広げていきたい

2

英語の先生以外にも外部から別分野の先生に来てもらい
こどもたちが楽しく学べる環境を作っていきたい

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後は年間計画に研修等を組み込むなど、子どもに対する
家族の対応力向上につなげていく。

2

安全に保護者間交流ができる体制づくりを考えていきたい。

3

こどもたちの活動スペースを十分に確保している ・ワンフロアで死角がないので
 こどもたちの様子を常に確認できるようにしている
・マットレスやソファーを置き
 こどもたちがリラックスできる空間を設けている

英語のレッスンを週に２回実施している アメリカの先生に来てもらい、
英語の発声練習やボードゲームなどしてもらっている

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

子どもに対する家族の対応力向上のための「ペアレントト
レーニング」等や家族が参加できる研修の場の提供及び情報
提供

保護者からの個別相談に対するアドバイスや助言はできて
いるが、多くの保護者を対象とした研修や情報提供の取り組
みはできていない。

保護者会など家族が交流できる場を作ることができていない。 休日は特に多忙のため交流できる場を設けることが難しい。

令和8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 めるへん

○保護者評価実施期間 令和8年1月20日

○保護者評価有効回答数

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


